
教
育
委
員
会
で
は
、
複
式
学
級
が
発
生
し
て
い
る
小

学
校
の
教
育
環
境
の
早
期
改
善
に
向
け
て
、「（
仮

称
）
つ
く
ば
み
ら
い
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
再
検

討
計
画
（
案
）」
の
一
部
（
す
で
に
複
式
学
級
が
発
生
し

て
い
る
学
校
に
関
す
る
計
画
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
民
　
統
合
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
意

見
は
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

反
対
意
見
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
　
こ
れ
ま
で
も
説
明
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
な
ど
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
反
対
意
見
も
当
然
あ
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
を

第
一
に
考
え
、
行
政
判
断
で
今
回
の
計

画
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
早
く
統
合

を
進
め
て
欲
し
い
と
い
う
賛
成
意
見
も

当
然
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民  

東
小
学
校
は
地
域
に
根
差
し
た
学

校
で
、
昔
か
ら
地
域
住
民
が
児
童
を
見

守
っ
て
協
力
し
て
き
た
。
学
校
が
な
く
な

る
と
、
地
域
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い
。
　
　

市
　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
学
校
運
営
に

対
し
て
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
非
常

に
感
謝
し
て
お
り
、
東
小
学
校
に
は
東

小
学
校
の
良
さ
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は
30

人
を
下
回
る
規
模
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
教
育
的
観
点
か
ら
統
合
を
判
断
し

ま
し
た
。
新
し
い
学
校
で
も
、
引
き
続

き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

市
民
　 

対
等
な
統
合
で
あ
る
な
ら
、

中
間
地
点
に
学
校
を
建
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
が
合
併
し
た
際

も
、
対
等
合
併
と
い
う
こ
と
で
、
新
庁

舎
を
造
ら
ず
に
伊
奈
庁
舎
と
谷
和
原
庁

舎
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
称
も
改
め

て
決
め
ま
し
た
。
今
後
、
統
合
準
備
委

員
会
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
新
し
い
学
校
と
し
て
、
学
校
名
や
校

歌
・
バ
ス
ル
ー
ト
な
ど
を
決
め
て
い
く

計
画
で
す
。

市
民
　
今
後
、
別
の
小
中
学
校
で
複
式

学
級
が
発
生
し
た
場
合
、
今
回
の
よ
う

に
統
合
と
な
る
の
か
。

市
　
全
体
計
画
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

の
推
計
等
を
踏
ま
え
て
、
現
在
、
審
議
会

で
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
の

で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
概
ね
夏
頃

ま
で
を
目
安
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

市
民
　
統
合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

費
用
は
無
料
か
。

市
　
現
在
、
公
共
バ
ス
で
遠
距
離
通
学

を
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
お
り
、
そ
の

定
期
代
に
つ
い
て
要
件
を
満
た
す
方
に

は
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

そ

う
い
っ
た
状
況
も
踏
ま
え
ま
し
て
、
で

き
る
だ
け
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

説明会の様子

小
学
校
の
統
合
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た

1/26 ㈯
伊奈公民館

教育委員会適正配置推進室だより［第５号］

　
こ
の
計
画
案
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
併
せ
、
1
月
26
日
㈯
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
主
な
ご

質
問
と
回
答
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、ご
意
見
は
趣
旨
を
踏
ま
え
て
要
約
し
て
い
ま
す
。

現段階で複式学級が生じている学校については、2020 年４月に統合します。

■複式学級解消による改善点の例

【教育活動における改善点】
・児童数が増えるため、遠足や社会科見学などを
単学年で行えるようになり、同学年同士の学習の
機会の拡大や内容の充実が図られる。
・個々の学校で取り組んでいた独自の学習をより
多くの児童に対して実施することにより、多種多
様な教育が可能となる。
・多様な意見に触れながら、自ら学ぼうとする態
度や能力を身につける学習活動が展開できる。
・経験年数や専門性、男女比など、バランスのと
れた教員配置ができる。

【PTA 活動や保護者・地域との連携における改善点】
・保護者数が増えることで、PTA 活動による保護
者への負担が軽減されやすくなる。
・地域を交えた独自の交流イベントも、より広範囲
を対象に実施することができ、地域に根差したイベ
ントとして、さらなる充実が図られる。

（仮称）つくばみらい市義務教育施設適正配置再検討計画（案）
  （すでに複式学級が発生している学校に関する計画案）の抜粋

問  

教
育
委
員
会
適
正
配
置
推
進
室　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
７
１
０
８・７
１
０
９
）

■本計画における複式学級解消に向けた課題

三島小学校の中学校区は、伊奈中学校と伊奈東中
学校に分かれることから、学区の変更が考えられ
ます。学区の変更については、学校関係者同士の
話し合いを踏まえて決めていきます。

学校規模分類 学級数 小学校（計 12 校）　※カッコ内は学級数

過小規模校
６学級以下

小張小学校（６）　豊小学校（６）
谷原小学校（６）　十和小学校（６）
福岡小学校（６）

小規模校 ７～ 11 学級 ー

標準規模校 12 ～ 24 学級 小絹小学校（18）
陽光台小学校（24）
富士見ヶ丘小学校（19）

大規模校 25 ～ 30 学級 ー

過大規模校 31 学級以上 ー

複式学級 三島小学校（５） 東小学校（４）

谷井田小学校（12） 板橋小学校（12）

複式学級の
  早期解消

標準規模校と
 一緒になる

■複式学級解消の進め方


